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学校経営のテーマ 『変えてはならないものを守るために、変えるべきものを変え続ける』

「まとめ」の、大切な3学期がスタートしました。

例年より少し長い１８日間の冬休みが終了しました。仕事始めの４日は雪の朝となりまし
たが、黙々と学習会に臨む３年生の姿がありました。５日から始まった部活動には、間近に
控えた大会に向けて熱心に練習する１・２年生の姿がありました。目標に向かって前進する
生徒の姿から、新しい年を歩み始めるエネルギーをいただきました。
今年も生徒一人ひとりの夢と目標の実現に向けて、教職員一同力を合わせて支援していき

ます。どうぞよろしくお願いします。
【第３学期始業式 １月１１日（火）】
体育館で始業式を行いました。各学年の代表生徒が新年の抱負を堂々と述べました。新たな年、

そしてまとめの３学期への意気込みが伝わる素晴らしい内容でした。始業式で校長より話した内
容を抜粋して掲載します。

三学期はなぜ大切なのか、どんな時期なのか三つ話をします。
一つ目、「未来に新たな希望を持ち、挑戦を始める時期」です。未来はいつも空白です。人は

先の見えない空白の未来を不安、あるいは「希望」のどちらかで埋めます。未来を「希望」で
埋める人は、次に「挑戦」を選びます。「挑戦」の先に待ち受けるのは、もしかすると失敗かも
しれません。しかし、「挑戦」を選んだ人は失敗を真摯に受け止め、また次も「挑戦」すること
を選びます。目の前の失敗だけに左右されず、夢を持って「挑戦」し続けることの価値を胸に
刻み、力強く進んでいきましょう。
二つ目、「岩江中の良さを実感し、伝統をつなぐ時期」です。三年生はあと二ヶ月で卒業の日

を迎えます。三年間過ごした岩江中での学校生活をじっくりと振り返りながら、この仲間がい
たからこそ経験できた多くの感動を思い起こしてください。岩江中でしか経験できなかった多
くの学びと、その学びから得た自分の成長を見つめてください。これから、受験に向けて正念
場が続きますが、後輩に何を残せるか、何を残すべきかを考え、日頃の生活で模範を示し続け、
一・二年生に岩江中の伝統をつないでほしいと思います。
三つ目、「今年度を振り返り、新年度の準備を整える時期」です。緑が芽吹き、花が咲き競う

春を迎えるためには、もう少しの試練が必要です。一年生は、後輩を迎え先輩になる春、二年
生は、最上級生となり岩江中の顔となる春、三年生は、自分の意志で選んだ道を歩み始める春。
それぞれの春に向けて、三学期に解決しなければならない課題を克服し、同時に周囲に認め

られている自分の良さや持ち味を自覚しながら、飛躍に向けた準備を整えてほしいと思います。

【全国中学生人権作文コンテスト感謝状（学校賞）】
法務省及び全国人権擁護委員連合会

から、人権意識の高揚に尽力したこと
に対し感謝状をいただきました。また、
３年生の持地海翔くんが奨励賞を受賞
しました。あらためて、お互いが一人
一人の違いを受け入れ、それぞれの長
所を認め、誰もが大切な存在であるこ
とを自覚して行動できる学校づくりに、
努めていきたいと思います。

新型コロナ感染症対策の
徹底をお願いします。

昨日、新型コロナウイルス感染症対策の徹
底について、プリントをお配りしました。引
き続きご家庭での健康観察の徹底をお願いい
たします。なお、変異株は感染力が強く、感
染リスクも高くなるようです。大規模なクラ
スター発生も心配されますので、予防ととも
に、風邪症状がある場合の対応や休日の外出
等については、慎重にご判断くださるようお
願いいたします。


